
 

管工事仕様書 新旧対照表（平成２８年４月）  

改 訂 前 改 訂 後 備  考 
 

 

第 ６ 章  接   合   工第 ６ 章  接   合   工第 ６ 章  接   合   工第 ６ 章  接   合   工    

 

６・１ ６・１ ６・１ ６・１ 鋳鉄管接合工事鋳鉄管接合工事鋳鉄管接合工事鋳鉄管接合工事 ････････････････････････････････････････････････････････････････ ５７  ････････････････････････････････････････････････････････････････ ５７  ････････････････････････････････････････････････････････････････ ５７  ････････････････････････････････････････････････････････････････ ５７ 

 ６・１・１ 一 般 事 項 ･･････････････････････････････････････････････････････････ ５７ 

 ６・１・２ 配 管 工 事 ･･････････････････････････････････････････････････････････ ５７ 

 ６・１・３ Ａ形・Ｋ形接合 ･･････････････････････････････････････････････････････････ ５８ 

 ６・１・４ Ｔ 形 接 合 ･･････････････････････････････････････････････････････････ ５９ 

 ６・１・５ Ｕ形・ＵＦ形接合 ････････････････････････････････････････････････････････ ６０ 

 ６・１・６ Ｓ 形 接 合 ･･････････････････････････････････････････････････････････ ６１ 

 ６・１・７ Ｓ Ⅱ 形 接 合 ･･････････････････････････････････････････････････････････ ６１ 

 ６・１・８ Ｋ Ｆ 形 接 合 ･･････････････････････････････････････････････････････････ ６２ 

 ６・１・９ Ｐ Ⅱ 形 接 合 （管径300～600用） ･･･････････････････････････････････････ ６３ 

 ６・１・１０ Ｐ Ⅱ 形 接 合 （管径700～1350用） ･･････････････････････････････････････ ６３ 

 ６・１・１１ Ｎ Ｓ 形 接 合  ･･････････････････････････････････････････････････････････ ６５ 

 ６・１・１２ Ｕ Ｓ 形 接 合 （ＳＢ方式） ･･････････････････････････････････････････････ ６６ 

 ６・１・１３ フランジ接合 ･･････････････････････････････････････････････････････････ ６６ 

 ６・１・１４ 逸 脱 防 止 ･･････････････････････････････････････････････････････････ ６８ 

 ６・１・１５ 鋳鉄管の締付けトルク ････････････････････････････････････････････････････ ６８ 

 ６・１・１６ 管 の 切 断 ･･････････････････････････････････････････････････････････ ６８ 

 ６・１・１７ 内面継手の水圧試験 ･･････････････････････････････････････････････････････ ６８ 

 

６・２ 鋼管・ステンレス鋼管接合工事 ････････････････････････････････････････････････････ ６８ ６・２ 鋼管・ステンレス鋼管接合工事 ････････････････････････････････････････････････････ ６８ ６・２ 鋼管・ステンレス鋼管接合工事 ････････････････････････････････････････････････････ ６８ ６・２ 鋼管・ステンレス鋼管接合工事 ････････････････････････････････････････････････････ ６８ 

 ６・２・１ 一 般 事 項 ･･････････････････････････････････････････････････････････ ６８ 

 ６・２・２ 溶  接  工 ･･････････････････････････････････････････････････････････ ６９ 

 ６・２・３ 溶  接  棒 ･･････････････････････････････････････････････････････････ ６９ 

 ６・２・４ 溶     接 ･･････････････････････････････････････････････････････････ ６９ 

 ６・２・５ 塗  覆  装 ･･････････････････････････････････････････････････････････ ７０ 

 ６・２・６ 検     査 ･･････････････････････････････････････････････････････････ ７１ 

 

６・３ 水道配水用ポリエチレン管接合工事  ･･････････････････････････････････････････････ ７２ ６・３ 水道配水用ポリエチレン管接合工事  ･･････････････････････････････････････････････ ７２ ６・３ 水道配水用ポリエチレン管接合工事  ･･････････････････････････････････････････････ ７２ ６・３ 水道配水用ポリエチレン管接合工事  ･･････････････････････････････････････････････ ７２ 

 ６・３・１ 一 般 事 項 ･･････････････････････････････････････････････････････････ ７２ 

 ６・３・２ 配 管 工 事 ･･････････････････････････････････････････････････････････ ７２ 

 ６・３・３ Ｅ Ｆ 接 合 ･･････････････････････････････････････････････････････････ ７２ 

 ６・３・４ 管 の 切 断 ･･････････････････････････････････････････････････････････ ７４ 

 

 

 

 

 

第 ６ 章  接   合   工第 ６ 章  接   合   工第 ６ 章  接   合   工第 ６ 章  接   合   工    

    

６・１ ６・１ ６・１ ６・１ 鋳鉄管接合工事鋳鉄管接合工事鋳鉄管接合工事鋳鉄管接合工事 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････ ５７  ･･･････････････････････････････････････････････････････････････ ５７  ･･･････････････････････････････････････････････････････････････ ５７  ･･･････････････････････････････････････････････････････････････ ５７ 

 ６・１・１ 一 般 事 項 ･･････････････････････････････････････････････････････････ ５７ 

 ６・１・２ 配 管 工 事 ･･････････････････････････････････････････････････････････ ５７ 

 ６・１・３ Ａ形・Ｋ形接合 ･･････････････････････････････････････････････････････････ ５８ 

 ６・１・４ Ｔ 形 接 合 ･･････････････････････････････････････････････････････････ ５９ 

 ６・１・５ Ｕ形・ＵＦ形接合 ････････････････････････････････････････････････････････ ５９ 

 ６・１・６ Ｓ 形 接 合 ･･････････････････････････････････････････････････････････ ６０ 

 ６・１・７ Ｓ Ⅱ 形 接 合 ･･･････････････････････････････････････････････････････････ ６１ 

 ６・１・８ Ｋ Ｆ 形 接 合 ･･･････････････････････････････････････････････････････････ ６２ 

 ６・１・９ Ｐ Ⅱ 形 接 合 （管径300～600用） ････････････････････････････････････････ ６３ 

 ６・１・１０ Ｐ Ⅱ 形 接 合 （管径700～1350用） ･･････････････････････････････････････ ６３ 

 ６・１・１１ Ｎ Ｓ 形 接 合  ･･････････････････････････････････････････････････････････ ６５ 

 ６・１・１２ Ｇ Ｘ 形 接 合  ･･････････････････････････････････････････････････････････ ６５ 

６・１・１３ Ｕ Ｓ 形 接 合 （ＳＢ方式） ･･････････････････････････････････････････････ ６６ 

 ６・１・１４ フランジ接合 ･･････････････････････････････････････････････････････････ ６７ 

 ６・１・１５ 逸 脱 防 止 ･･････････････････････････････････････････････････････････ ６８ 

 ６・１・１６ 鋳鉄管の締付けトルク ････････････････････････････････････････････････････ ６８ 

 ６・１・１７ 管 の 切 断 ･･････････････････････････････････････････････････････････ ６８ 

 ６・１・１８ 内面継手の水圧試験 ･･････････････････････････････････････････････････････ ６８ 

６・２ 鋼管・ステンレス鋼管接合工事 ････････････････････････････････････････････････････ ６・２ 鋼管・ステンレス鋼管接合工事 ････････････････････････････････････････････････････ ６・２ 鋼管・ステンレス鋼管接合工事 ････････････････････････････････････････････････････ ６・２ 鋼管・ステンレス鋼管接合工事 ････････････････････････････････････････････････････ ６９６９６９６９    

 ６・２・１ 一 般 事 項 ･･････････････････････････････････････････････････････････ ６９ 

 ６・２・２ 溶  接  工 ･･････････････････････････････････････････････････････････ ６９ 

 ６・２・３ 溶  接  棒 ･･････････････････････････････････････････････････････････ ６９ 

 ６・２・４ 溶     接 ･･････････････････････････････････････････････････････････ ７０ 

 ６・２・５ 塗  覆  装 ･･････････････････････････････････････････････････････････ ７１ 

 ６・２・６ 検     査 ･･････････････････････････････････････････････････････････ ７１ 

 

６・３ 水道配水用ポリエチレン管接合工事  ･･････････････････････････････････････････････ ７２ ６・３ 水道配水用ポリエチレン管接合工事  ･･････････････････････････････････････････････ ７２ ６・３ 水道配水用ポリエチレン管接合工事  ･･････････････････････････････････････････････ ７２ ６・３ 水道配水用ポリエチレン管接合工事  ･･････････････････････････････････････････････ ７２ 

 ６・３・１ 一 般 事 項 ･･････････････････････････････････････････････････････････ ７２ 

 ６・３・２ 配 管 工 事 ･･････････････････････････････････････････････････････････ ７２ 

 ６・３・３ Ｅ Ｆ 接 合 ･･････････････････････････････････････････････････････････ ７２ 

 ６・３・４ 管 の 切 断 ･･････････････････････････････････････････････････････････ ７４ 

 

 

 

 

 

Ｐ５５ 



 

管工事仕様書 新旧対照表（平成２８年４月）  

改 訂 前 改 訂 後 備  考 
 

 

 

６・３・５ 金 属 接 合 ･････････････････････････････････････････････････････････ ７４ 

６・３・６ メカニカル接合 ･････････････････････････････････････････････････････････ ７４ 

 

６・４ ６・４ ６・４ ６・４ 給水管接合工事給水管接合工事給水管接合工事給水管接合工事 ････････････････････････････････････････････････････････････････ ７５  ････････････････････････････････････････････････････････････････ ７５  ････････････････････････････････････････････････････････････････ ７５  ････････････････････････････････････････････････････････････････ ７５ 

 ６・４・１ 配 管 工 事 ･･････････････････････････････････････････････････････････ ７５ 

 ６・４・２ ポリエチレン管接合（冷間接合） ･･････････････････････････････････････････ ７５ 

 ６・４・３ 塩化ビニル管接合（ＴＳ式冷間接合） ･･･････････････････････････････････････ ７６ 

 ６・４・４ 銅 管 接 合（軟ろう接合） ････････････････････････････････････････････ ７６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

６・３・５ 金 属 接 合 ･････････････････････････････････････････････････････････ ７４ 

６・３・６ メカニカル接合 ･････････････････････････････････････････････････････････ ７４ 

 

６・４ ６・４ ６・４ ６・４ 給水管接合工事給水管接合工事給水管接合工事給水管接合工事 ････････････････････････････････････････････････････････････････ ７５  ････････････････････････････････････････････････････････････････ ７５  ････････････････････････････････････････････････････････････････ ７５  ････････････････････････････････････････････････････････････････ ７５ 

 ６・４・１ 配 管 工 事 ･･････････････････････････････････････････････････････････ ７５ 

 ６・４・２ ポリエチレン管接合（冷間接合） ･･････････････････････････････････････････ ７５ 

 ６・４・３ 塩化ビニル管接合（ＴＳ式冷間接合） ･･････････････････････････････････････ ７６ 

 ６・４・４ 銅 管 接 合（軟ろう接合） ････････････････････････････････････････････ ７６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

Ｐ５６ 



 

管工事仕様書 新旧対照表（平成２８年４月）  

改 訂 前 改 訂 後 備  考 
 

 

・主な一般継手施工資格者（Ｋ形，Ｔ形，フランジ形等） 

名 称 証明する資格証等 資格取得講習会主催者 

配水管技能者（一般） 配水管技能者登録証（一般継手）  日本水道協会（認定のみ） 

給水装置工事配管技能検定会 

(ダクタイル鋳鉄配管コース)合格者 

給水装置工事配管技能検定会 

(ダクタイル鋳鉄配管コース)合格証書 

 給水工事技術振興財団 

配水管施工技能者 配水管施工技能者資格認定証，または

配管技工(１級)資格認定証 

日本水道協会北海道地方支部 

ダクタイル鉄管技術講習会修了者 ダクタイル鉄管技術講習会修了証書 日本ダクタイル鉄管協会 

・主な耐震継手施工資格者（ＮＳ形，ＳⅡ形等） 

名 称 証明する資格証等 資格取得講習会主催者 

配水管技能者（耐震） 配水管技能者登録証（耐震継手）  日本水道協会 

ダクタイル鉄管技術講習会修了者 ダクタイル鉄管技術講習会修了証書 日本ダクタイル鉄管協会 

ＪＤＰＡ継手接合研修会（耐小）

修了者 

ＪＤＰＡ継手接合研修会受講証（耐

小） 

※別途、一般継手施工資格も有すること。 

・主な大口径管（φ500 以上）施工資格者（Ｓ形，ＫＦ形等） 

名 称 証明する資格証等 資格取得講習会主催者 

配水管技能者（大口径管） 配水管技術者登録証（大口径管）  日本水道協会 

ダクタイル鉄管技術講習会修了者 ダクタイル鉄管技術講習会修了証書 日本ダクタイル鉄管協会 

ＪＤＰＡ継手接合研修会（耐大）

修了者 

ＪＤＰＡ継手接合研修会受講証（耐

大） 

また、給水工事においては、「６・４ 給水管接合工事・配管工事」によらなければならない。 

   

 

＜新規追加＞ 

 

 

・主な一般継手施工資格者（Ｋ形，Ｔ形，フランジ形等） 

名 称 証明する資格証等 資格取得講習会主催者 

配水管技能者（一般） 配水管技能者登録証（一般継手）  日本水道協会（認定のみ） 

給水装置工事配管技能検定会 

(ダクタイル鋳鉄配管コース)合格者 

給水装置工事配管技能検定会 

(ダクタイル鋳鉄配管コース)合格証書 

 給水工事技術振興財団 

配水管施工技能者 配水管施工技能者資格認定証，または

配管技工(１級)資格認定証 

日本水道協会北海道地方支部 

ダクタイル鉄管技術講習会修了者 ダクタイル鉄管技術講習会修了証書 日本ダクタイル鉄管協会 

・主な耐震継手施工資格者（ＧＸ形，ＮＳ形，ＳⅡ形等） 

名 称 証明する資格証等 資格取得講習会主催者 

配水管技能者（耐震） 配水管技能者登録証（耐震継手）  日本水道協会 

ダクタイル鉄管技術講習会修了者 ダクタイル鉄管技術講習会修了証書 日本ダクタイル鉄管協会 

ＪＤＰＡ継手接合研修会（耐小）

修了者 

ＪＤＰＡ継手接合研修会受講証（耐

小） 

※別途、一般継手施工資格も有すること。 

・主な大口径管（φ500 以上）施工資格者（Ｓ形，ＫＦ形等） 

名 称 証明する資格証等 資格取得講習会主催者 

配水管技能者（大口径管） 配水管技術者登録証（大口径管）  日本水道協会 

ダクタイル鉄管技術講習会修了者 ダクタイル鉄管技術講習会修了証書 日本ダクタイル鉄管協会 

ＪＤＰＡ継手接合研修会（耐大）

修了者 

ＪＤＰＡ継手接合研修会受講証（耐

大） 

また、給水工事においては、「６・４ 給水管接合工事・配管工事」によらなければならない。 

   

 

６・１・１2 Ｇ Ｘ 形 接 合 ６・１・１2 Ｇ Ｘ 形 接 合 ６・１・１2 Ｇ Ｘ 形 接 合 ６・１・１2 Ｇ Ｘ 形 接 合 

  １．日本ダクタイル鉄管協会発行のＧＸ形ダクタイル鉄管接合要領書（ＪＤＰＡ Ｗ １６）に従い、接合

を行うこと。 

  ２．管種は原則S種管を使用することとし、管外面にはポリエチレンスリーブを被覆すること。 

  ３．切管とＧＸ形の直管及び異形管の受口を接合する際は、切管ユニット（Ｐ－Ｌｉｎｋ・Ｇ－Ｌｉｎｋ）

を使用する。また、切管を異形管受口に普通押輪を使用して接合するなどといった誤接合を防ぐために、

接合する際は管端部の形状を必ず確認し、必要に応じ図面に挿し口凸部の記号を明記するなどといった対

策をすること。 

  ４．直管部のゴム輪と異形管部のゴム輪は、形状が異なるため接合時には留意すること。 

  ５．切管ユニットは受口の形状に関係なくダクタイル鋳鉄管と接合が可能であるが、普通鋳鉄管（ＣＩＰ）

に接合できないため留意すること。 

 

 

 

 

 

Ｐ５８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｐ６５ 
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別表－１ 挿し口部白線表示位置（Ａ形・Ｋ形・Ｔ形・Ｓ形・ＳⅡ形・ＮＳ形） 

単位：㎜ 

呼び径 

   

Ｋ形 Ａ形 Ｔ形 

ＳⅡ形・ 

Ｓ形 

ＮＳ形 

75 

100 

150 

200 

250 

300 

350 

400 

450 

500 

600 

 75 

60 

 80 

135 

165 

 80 170 

 85 

150 195 100 

110 

105 

110 

175 

 

85 

125 

 
130 

215 

135 

備考   ＝Ｐ－５とし、端数は丸めた。ただし、ＳⅡ形・Ｓ形及びNＳ形は、 

         ＝Ｐ－Ｙとした。（Ｐ：受口深さ、Ｙ：胴付間隔） 

 

 

 

 

 

６・１・１２ ＵＳ形接合（ＳＢ方式）６・１・１２ ＵＳ形接合（ＳＢ方式）６・１・１２ ＵＳ形接合（ＳＢ方式）６・１・１２ ＵＳ形接合（ＳＢ方式）    

    

 

６・１・１３ フ ランジ 接合６・１・１３ フ ランジ 接合６・１・１３ フ ランジ 接合６・１・１３ フ ランジ 接合    

    

    

６・１・１４ ６・１・１４ ６・１・１４ ６・１・１４ 逸 脱 防 止逸 脱 防 止逸 脱 防 止逸 脱 防 止    

    

    

６・１・１５ 鋳鉄管の締付けトルク ６・１・１５ 鋳鉄管の締付けトルク ６・１・１５ 鋳鉄管の締付けトルク ６・１・１５ 鋳鉄管の締付けトルク 

  １．Ａ形・Ｋ形・Ｕ形・ＵＦ形・Ｓ形・ＳⅡ形・ＫＦ形・ＵＳ形・ＮＳ形及びフランジ接合の締付けトルク

は、トルクレンチを用いて第８章 ８・３・１「接合」によらなければならない。 

  ２．トルクレンチは定期的に検定を受けたものでなければならない。 

    

 

 

    

 

別表－１ 挿し口部白線表示位置（ＧＸ形、ＮＳ形、ＳⅡ形・Ｓ形・Ｋ形、Ａ形、Ｔ形） 

単位：㎜ 

呼び径 

   

ＧＸ形 ＮＳ形 

ＳⅡ形 

Ｓ形 

Ｋ形 Ａ形 Ｔ形 

75 160 165 

135 

 75 

60 

 80 

100 165 170  80 

150 185 

195 150 

 85 

200 195 100 

250 195 

 

300 226 230 

175 

105 

350  

240 

85 

400 

 

450 245 

500 

220 215 

600 

700 257 

 

115 

800 

265 

 900 

1000 268 

備考   ＝Ｐ－５とし、端数は丸めた。（Ａ形、Ｋ形、Ｔ形） 

       ＝Ｐ－Ｙとし、端数は丸めた。（ＧＸ形、ＮＳ形、Ｓ形、ＳⅡ形） 

（Ｐ：受口深さ、Ｙ：胴付間隔） 

 

６・１・６・１・６・１・６・１・１３１３１３１３ ＵＳ形接合（ＳＢ方式） ＵＳ形接合（ＳＢ方式） ＵＳ形接合（ＳＢ方式） ＵＳ形接合（ＳＢ方式） 

 （内容変更なし） 

 

６・１・６・１・６・１・６・１・１４１４１４１４ フラ ンジ接 合 フラ ンジ接 合 フラ ンジ接 合 フラ ンジ接 合 

 （内容変更なし） 

 

６・１・６・１・６・１・６・１・１５１５１５１５    逸 脱 防 止逸 脱 防 止逸 脱 防 止逸 脱 防 止    

 （内容変更なし） 

 

６・１・６・１・６・１・６・１・１６１６１６１６ 鋳鉄管の締付けトルク  鋳鉄管の締付けトルク  鋳鉄管の締付けトルク  鋳鉄管の締付けトルク 

  １．Ａ形・Ｋ形・Ｕ形・ＵＦ形・Ｓ形・ＳⅡ形・ＫＦ形・ＵＳ形・ＮＳ形、フランジ接合及びＧＸ形切管ユ

ニットの押しボルトの締付けトルクは、トルクレンチを用いて第８章 ８・３・１「接合」によらなけれ

ばならない。 

  ２．トルクレンチは定期的に検定を受けたものでなければならない。 

 

 

 

 

 

 

Ｐ６６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｐ６６ 

 

 

Ｐ６７ 

 

 

Ｐ６８ 

 

 

Ｐ６８ 
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６・１・６・１・６・１・６・１・１７１７１７１７    管 の 切 断管 の 切 断管 の 切 断管 の 切 断    

 

 

６・１・６・１・６・１・６・１・１８１８１８１８ 内面継手の水圧試験  内面継手の水圧試験  内面継手の水圧試験  内面継手の水圧試験 

    

    

６・４ 給水管接合工事 ６・４ 給水管接合工事 ６・４ 給水管接合工事 ６・４ 給水管接合工事 

    

 ６・４・１  ６・４・１  ６・４・１  ６・４・１ 配 管 工 事配 管 工 事配 管 工 事配 管 工 事    

   給水装置工事（給水管の継替等）がある場合は、給水装置工事主任技術者（厚生労働大臣認定）を、また、

配管（接合）及びサドル分水栓穿孔に従事する者には、配水管施工技能者（日本水道協会北海道地方支部）、

給水装置工事配管技能者（ 給水工事技術振興財団）、または、それと同等以上の資格を有する者を選定し、

「接合工事等資格者指定通知書（様式－５）」で事前に届けでなければならない。 

 

        

６・１・６・１・６・１・６・１・１７１７１７１７    管 の 切 断管 の 切 断管 の 切 断管 の 切 断    

（内容変更なし） 

 

６・１・６・１・６・１・６・１・１８１８１８１８ 内面継手の水圧試験 内面継手の水圧試験 内面継手の水圧試験 内面継手の水圧試験 

（内容変更なし） 

    

６・４ 給水管接合工事 ６・４ 給水管接合工事 ６・４ 給水管接合工事 ６・４ 給水管接合工事 

 

６・４・１ ６・４・１ ６・４・１ ６・４・１ 配 管 工 事配 管 工 事配 管 工 事配 管 工 事    

 給水装置工事（給水管の継替等）がある場合は、給水装置工事主任技術者（厚生労働大臣認定）を、また、配

管（接合）及びサドル分水栓穿孔に従事する者には、配水管施工技能者（日本水道協会北海道地方支部）、給水

装置工事配管技能検定会(ダクタイル鋳鉄配管コース)合格者（ 給水工事技術振興財団）、または、それと同等以

上の資格を有する者を選定し、「接合工事等資格者指定通知書（様式－５）」で事前に届けでなければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｐ６８ 

 

 

Ｐ６９ 

 

 

Ｐ７５ 
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 第８章 

Ｐ９８ 

PⅠ形及び SⅡ形ラ

イナーを削除し、

GX 形、GX 形ライ

ナーを追加した。 

 

ＧＸ形  ＧＸ形  ＧＸ形  ＧＸ形  

（ライナー付）（ライナー付）（ライナー付）（ライナー付）    

ＧＸ形 ＧＸ形 ＧＸ形 ＧＸ形 

ＤＧＸＰＤＧＸＰＤＧＸＰＤＧＸＰ    

・ 
・ 
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（４）異形管・継手記号 

鋳鉄管（受口例：ＧＸ形）※   は、ＧＸ形挿し口凸部記号 

二受Ｔ字管 

 挿し受 

片落管 

 

受け挿 

片落管 

 
曲管 

 

両受曲管 

 

乙字管 

 

両受短管 
 

継輪 
 

帽 
 

短管１号 
 

短管２号 
 

フランジ付 

Ｔ字管 

 

フランジ 

曲管 

 
フランジ 

短管 

 Ｇ－Ｌｉｎｋ 

 

Ｐ－Ｌｉｎｋ 
 

栓 

  

  

 

 

 

 

Ｐ９９ 

 

従来から札幌市に

おいて使用してい

る継輪記号と両受

短管の記号が同じ

であるため、継輪の

記号を日水協に準

拠する形とした。 

なお、NS 形やK 形

などの記号につい

ても、同様に変更す

る（その他受口等の

記号は変更しな

い）。 

 

 



 

管工事仕様書 新旧対照表（平成２８年４月） 

枠線内の部分は改定部分 

 

現     行 改   訂   後 

備  考 

８・２・２ 出来形図及びしゅん功図８・２・２ 出来形図及びしゅん功図８・２・２ 出来形図及びしゅん功図８・２・２ 出来形図及びしゅん功図 

３．配水支管（準幹線・枝線）しゅん功図作成要領 

  （１）しゅん功図の規格 

    ① 管しゅん功図は、Ａ－１トレーシングペーパーに黒色で仕上げる。 

    ② トレーシングペーパーは、25kg 相当の中厚以上のものを使用する。 

    ③ 仕上げに当たっては、文字及び線の表示は均一なラインウェイトでシャープな記入をし

なければならない。 

    ④ しゅん功図の右下隅部には、縦 7cm、横 12cm の図面名称欄を設け、施工年度、請負人

名、工事主任名、契約番号、しゅん功図番号（例－東－11）、工事名称、図面名称、図面

番号、縮尺及び札幌市水道局等を記入する。 

 

 

 

 

 

 

（３）しゅん功図の提出 

    しゅん功図は、工事期間内に原図及び青図を各１部監督員に提出し検査を受けなければな

らない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

８・２・２ 出来形図及びしゅん功図８・２・２ 出来形図及びしゅん功図８・２・２ 出来形図及びしゅん功図８・２・２ 出来形図及びしゅん功図 

３．配水支管（準幹線・枝線）しゅん功図作成要領 

  （１）しゅん功図の規格 

    ① 管しゅん功図は、Ａ－１トレーシングペーパーに黒色で仕上げる。 

     （しゅん功図を電子データで提出する場合は、原図の提出を省略することができる） （しゅん功図を電子データで提出する場合は、原図の提出を省略することができる） （しゅん功図を電子データで提出する場合は、原図の提出を省略することができる） （しゅん功図を電子データで提出する場合は、原図の提出を省略することができる） 

    ② トレーシングペーパーは、25kg 相当の中厚以上のものを使用する。 

    ③ 仕上げに当たっては、文字及び線の表示は均一なラインウェイトでシャープな記入をし

なければならない。 

    ④ しゅん功図の右下隅部には、縦 7cm、横 12cm の図面名称欄を設け、施工年度、請負人

名、工事主任名、契約番号、しゅん功図番号（例－東－11）、工事名称、図面名称、図面

番号、縮尺及び札幌市水道局等を記入する。 

⑤ しゅん功図を電子データで提出する場合の電子ファイリング化（TIFF 化）に伴う形式⑤ しゅん功図を電子データで提出する場合の電子ファイリング化（TIFF 化）に伴う形式⑤ しゅん功図を電子データで提出する場合の電子ファイリング化（TIFF 化）に伴う形式⑤ しゅん功図を電子データで提出する場合の電子ファイリング化（TIFF 化）に伴う形式

は、解像度：200DPI、色深度：１bit（白黒）、圧縮形式：CCITT Group4、サイズ：原は、解像度：200DPI、色深度：１bit（白黒）、圧縮形式：CCITT Group4、サイズ：原は、解像度：200DPI、色深度：１bit（白黒）、圧縮形式：CCITT Group4、サイズ：原は、解像度：200DPI、色深度：１bit（白黒）、圧縮形式：CCITT Group4、サイズ：原

図とする。 図とする。 図とする。 図とする。 

    

    

（３）しゅん功図の提出 

 しゅん功図は、工事期間内に原図及びその写しその写しその写しその写しを各１部監督員に提出し検査を受けなければ

ならない。 

  なお、しゅん功図を電子データで提出する場合は、原図（トレーシングペーパー）の提出をなお、しゅん功図を電子データで提出する場合は、原図（トレーシングペーパー）の提出をなお、しゅん功図を電子データで提出する場合は、原図（トレーシングペーパー）の提出をなお、しゅん功図を電子データで提出する場合は、原図（トレーシングペーパー）の提出を

省略することができる。 省略することができる。 省略することができる。 省略することができる。 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

P．100 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P．103 
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白 線 寸 法 表 

口 

径 

 1（単位mm） 

Ｔ形 Ｋ形 ＮＳ形 ＳⅡ形 

75 80  75 165  135 

100 〃 〃 170 〃 

150 85 〃 195 150 

200 100 〃 〃 〃 

250  〃 〃 175 

300  105 230 〃 

350  〃 240 〃 

400  〃 〃  

450  〃 245  

500  〃 220  

600  〃 〃  

700  115 257  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

白 線 寸 法 表 

呼び径 

  （単位：㎜） 

ＧＸ形 ＮＳ形 

ＳⅡ形 

Ｓ形 

Ｋ形 Ｔ形 

75 160 165 

135 

 75 

 80 

100 165 170  80 

150 185 

195 150 

 85 

200 195 100 

250 195 

 

300 226 230 

175 

105 

350  

240 

400 

450 245 

500 

220 215 

600 

700 257 

 

115 

800 

265 

 900 

1000 268 

 

 

 

Ｐ１１９ 
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４．締付トルク 

  (1) Ａ，Ｋ，Ｓ，ＳⅡ，ＫＦ，ＵＳ，ＵＦ，ＮＳ形 

口 

径 

標 準 締 付 ト ル ク 値  Ｎ・ｍ（㎏f・㎝） 

ボル

ト 

Ａ形 Ｋ形 Ｓ形 SⅡ･NS形 ＫＦ形 

ボル

ト 

US形･UF形 

75 Ｍ16  60(600)  60(600)   60(600)    

100 Ｍ20 100(1,000) 100(1,000)  100(1,000)    

150 〃 〃 〃  〃    

200 〃 〃 〃  〃    

250 〃 〃 〃  〃    

300 〃 〃 〃  〃 100(1,000)   

350 〃 〃 〃  〃 〃   

400 〃  〃  〃 〃   

450 〃  〃  〃 〃   

500 〃  〃 100(1,000)  〃   

600 〃  〃 〃  〃   

700 Ｍ24  140(1,400) 140(1,400)  140(1,400) Ｍ22 120(1,200) 

800 〃  〃 〃  〃 〃 〃 

900 Ｍ30  200(2,000) 200(2,000)  200(2,000) 〃 〃 

1000 〃  〃 〃   〃 〃 

1200 〃  〃 〃   〃 〃 

1350 〃  〃 〃   〃 〃 

1500 〃  〃 〃   〃 〃 

1650 〃  〃 〃   Ｍ24 140(1,400) 

1800 〃  〃 〃   〃 〃 

2000 〃  〃 〃   〃 〃 

2100 〃  〃 〃   〃 〃 

2200 〃  〃 〃   〃 〃 

2400 〃  〃 〃   〃 〃 

2600 〃  〃 〃   〃 〃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．締付トルク 

  (1) Ａ，Ｋ，Ｓ，ＳⅡ，ＫＦ，ＵＳ，ＵＦ，ＮＳ形 

口 

径 

標 準 締 付 ト ル ク 値  Ｎ・ｍ（㎏f・㎝） 

ボル

ト 

Ａ形 Ｋ形 Ｓ形 SⅡ･NS形 ＫＦ形 

ボル

ト 

US形･UF形 

75 Ｍ16  60(600)  60(600)   60(600)    

100 Ｍ20 100(1,000) 100(1,000)  100(1,000)    

150 〃 〃 〃  〃    

200 〃 〃 〃  〃    

250 〃 〃 〃  〃    

300 〃 〃 〃  〃 100(1,000)   

350 〃 〃 〃  〃 〃   

400 〃  〃  〃 〃   

450 〃  〃  〃 〃   

500 〃  〃 100(1,000)  〃   

600 〃  〃 〃  〃   

700 Ｍ24  140(1,400) 140(1,400)  140(1,400) Ｍ22 120(1,200) 

800 〃  〃 〃  〃 〃 〃 

900 Ｍ30  200(2,000) 200(2,000)  200(2,000) 〃 〃 

1000 〃  〃 〃   〃 〃 

1200 〃  〃 〃   〃 〃 

1350 〃  〃 〃   〃 〃 

1500 〃  〃 〃   〃 〃 

1650 〃  〃 〃   Ｍ24 140(1,400) 

1800 〃  〃 〃   〃 〃 

2000 〃  〃 〃   〃 〃 

2100 〃  〃 〃   〃 〃 

2200 〃  〃 〃   〃 〃 

2400 〃  〃 〃   〃 〃 

2600 〃  〃 〃   〃 〃 

 

(2) ＧＸ形 

口径 

押輪 切管ユニット（押しボルト） 

ボルト 
標準締め付けトルク値

Ｎ・ｍ（㎏ f・㎝） 
ボルト 

標準締め付けトルク値

Ｎ・ｍ（㎏ f・㎝） 

75 Ｍ16 

トルク管理不要 

（メタルタッチ） 

Ｍ22 

100(1,000） 

100 Ｍ20 Ｍ22 

150 Ｍ20 Ｍ18 

200 Ｍ20 Ｍ18 

250 Ｍ20 Ｍ18 

300 Ｍ20 Ｍ18 
 

Ｐ１２０ 

８・３ 品質管理 ８・３ 品質管理 ８・３ 品質管理 ８・３ 品質管理 ８・３ 品質管理 ８・３ 品質管理 ８・３ 品質管理 ８・３ 品質管理  



 

管工事仕様書 新旧対照表（平成２８年４月）  

改 訂 前 改 訂 後 備  考 
 

8.3.1接合 8.3.1接合 8.3.1接合 8.3.1接合 

4.締付トルク 

 (2) フ ラ ン ジ 形        

口 径（㎜） ボルトの寸法 

ＲＦ形（0.75MPa用） 

締付けトルク N・m (㎏ f･cm) 

ＧＦ形（0.75MPa用） 

締付けトルク N・m (㎏f･cm) 

  75～ 200 

 250～ 300 

 350～ 400 

 150～ 600 

 700～1200 

1350～1800 

2000～2400 

2600 

Ｍ16 

Ｍ20 

Ｍ22 

Ｍ21 

Ｍ30 

Ｍ36 

Ｍ42 

Ｍ48 

60( 600) 

90( 900) 

120(1200) 

180(1800) 

330(3300) 

500(5000) 

580(5800) 

 700(7000) 

60( 600) 

60( 600) 

60( 600) 

60( 600) 

60( 600) 

60( 600) 

60( 600) 

60( 600) 

   ※ＧＦ形（メタルタッチ）の場合、フランジ面間に1.0mmのすきまゲージが入ってはならないこと。 

 

 (3) フ ラ ン ジ 形（配水用ポリエチレン管）（ＧＦ形）（75 N・m） 

口 径（㎜） ボルトの寸法 締付けトルク N・m (㎏ f･cm) 

  75 

 100 

Ｍ16 

Ｍ16 

40( 400)または44（440） 

45( 450)または54（540） 

        ※締付トルクの値が2種類あるのは、メーカーにより異なるためである。 

 

 (4) サドル付分水栓（ＣＩＰ用・ＶＰ用・Ｐｅ用・ＰｅＨ用） 

区  分 

呼 び 径 

（㎜） 

ボルトの寸法 

締付けトルク 

N・m(㎏f･cm) 

ＣＩＰ用 

（分岐口径

13～25） 

75～150 

200～350 

Ｍ16 

Ｍ20 

60(600) 

75(750) 

ＣＩＰ用 

（分岐口径

30～50） 

75～350 Ｍ16 60(600) 

Ｖ Ｐ 用 40～150 Ｍ16 40(400) 

Ｐ e 用 40～50 Ｍ10以上 20(200)※1 

ＰｅＨ用 50～100 Ｍ16 40(400) 

※1 Pe用サドル付分水栓の締付けトルクは目安とし、サドルとバンド 

が接触するまで締め込むものとする。 

 

8.3.1接合 8.3.1接合 8.3.1接合 8.3.1接合 

4.締付トルク 

 (3) フ ラ ン ジ 形        

口 径（㎜） ボルトの寸法 

ＲＦ形（0.75MPa用） 

締付けトルク N・m (㎏f･cm) 

ＧＦ形（0.75MPa用） 

締付けトルク N・m (㎏f･cm) 

  75～ 200 

 250～ 300 

 350～ 400 

 450 450 450 450～ 600 

 700～1200 

1350～1800 

2000～2400 

2600 

Ｍ16 

Ｍ20 

Ｍ22 

Ｍ24 Ｍ24 Ｍ24 Ｍ24 

Ｍ30 

Ｍ36 

Ｍ42 

Ｍ48 

60( 600) 

90( 900) 

120(1200) 

260(2600) 260(2600) 260(2600) 260(2600) 

330(3300) 

500(5000) 

580(5800) 

 700(7000) 

60( 600) 

60( 600) 

60( 600) 

60( 600) 

60( 600) 

60( 600) 

60( 600) 

60( 600) 

   ※ＧＦ形（メタルタッチ）の場合、フランジ面間に1.0mmのすきまゲージが入ってはならないこと。 

 

 (4) フ ラ ン ジ 形（配水用ポリエチレン管）（ＧＦ形）（75 N・m） 

口 径（㎜） ボルトの寸法 締付けトルク N・m (㎏ f･cm) 

  75 

 100 

Ｍ16 

Ｍ16 

40( 400)または44（440） 

45( 450)または54（540） 

        ※締付トルクの値が2種類あるのは、メーカーにより異なるためである。 

 

 (5) サドル付分水栓（ＣＩＰ用・ＶＰ用・Ｐｅ用・ＰｅＨ用） 

区  分 

呼 び 径 

（㎜） 

ボルトの寸法 

締付けトルク 

N・m(㎏f･cm) 

ＣＩＰ用 

（分岐口径

13～25） 

75～150 

200～350 

Ｍ16 

Ｍ20 

60(600) 

75(750) 

ＣＩＰ用 

（分岐口径

30～50） 

75～350 Ｍ16 60(600) 

Ｖ Ｐ 用 40～150 Ｍ16 40(400) 

Ｐ e 用 40～50 Ｍ10以上 20(200)※1 

ＰｅＨ用 50～100 Ｍ16 40(400) 

※1 Pe用サドル付分水栓の締付けトルクは目安とし、サドルとバンド 

が接触するまで締め込むものとする。 

 

 

 

 

Ｐ１２１ 



 

管工事仕様書 新旧対照表（平成２８年４月）  

改 訂 前 改 訂 後 備  考 
 

 

９．ＳⅡ形・ＮＳ形一体化長さ 

    ＮＳ形・ＳⅡ形一体化長さ 

     土被り；1.1～1.2ｍ 水圧；0.75Ｍｐａ 

     管と土との摩擦係数 μ＝0.2  土の単位体積重量 γ＝16ｋＮ／  

     土の内部摩擦係数  φ＝30°  地盤反力係数   κ＝3,000ｋＮ／  

単位；ｍ 

   条件 

口径 

栓止め 

Ｔ字管 水 平 曲 が り 

本管部 枝管部 90° 45° 22° 11° 5.8° 

ＮＳ 

φ 75 6.0 

前 
 
 
 
 

後 

1.0 4.0 3.0 1.0 1.0 1.0 1.0 

100 7.5 1.0 4.0 3.5 1.0 1.0 1.0 1.0 

150 10.5 1.0 5.0 5.5 1.5 1.0 1.0 1.0 

200 13.5 1.5 5.0 7.5 2.0 1.0 1.0 1.0 

250 16.5 2.0 5.0 9.5 5.0 1.5 1.0 1.0 

ＳⅡ 

300 19.0 2.5 6.0 11.0 3.0 1.5 1.0 1.0 

350 21.5 3.0 6.0 12.5 4.0 1.5 1.0 1.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９．ＳⅡ形・ＮＳ形・ＧＸ形一体化長さ 

    ＳⅡ形・ＮＳ形・ＧＸ形一体化長さ 

     土被り；1.1～1.2ｍ 水圧；0.75Ｍｐａ 

     管と土との摩擦係数 μ＝0.2  土の単位体積重量 γ＝16ｋＮ／  

     土の内部摩擦係数  φ＝30°  地盤反力係数   κ＝3,000ｋＮ／  

単位；ｍ 

 条件 

   

口径 

栓止め 

Ｔ字管 水 平 曲 が り 

本管部 枝管部 90° 45° 22°1/2 11°1/4 5°5/8 

φ 75 6.0 1.0 4.0 3.0 1.0 1.0 1.0 1.0 

100 7.5 1.0 4.0 3.5 1.0 1.0 1.0 1.0 

150 10.5 1.0 5.0 5.5 1.5 1.0 1.0 1.0 

200 13.5 1.5 5.0 7.5 2.0 1.0 1.0 1.0 

250 16.5 2.0 5.0 9.5 5.0 1.5 1.0 1.0 

300 19.0 2.5 6.0 11.0 4.5 1.5 1.0 1.0 

350 21.5 2.5 7.0 12.5 6.0 1.5 1.0 1.0 

 

 

 

P１２４ 



 

管工事仕様書 新旧対照表（平成２８年４月）  

改 訂 前 改 訂 後 備  考 
 

 

８・３・３ 接合部の品質管理 ８・３・３ 接合部の品質管理 ８・３・３ 接合部の品質管理 ８・３・３ 接合部の品質管理 

継手の特性を十分に発揮させるための品質管理については、下記のとおり確認すること。 

工 種 種  別 確 認  項  目 測 定 基 準 適          用 

管 工 接合 

ＥＦ接合部 ＥＦ接合の確認は、6・3・3

のＥＦ接合によること。 

継手チェックシートは、様

式-21 基づいて必要な測定

を接合箇所全箇所について

測定する。 

写真撮影に際して、冷却終

了時刻を記入した写真を撮

影しなければならない。 

締付トルク（直管部・異形

管部・フランジ部・分水部） 

8・3・1・6 の締付トルク表に

よること。 

継手チェックシートは、日

本ダクタイル鋳鉄管協会発

刊の接合要領書参考資料の

継手チェックシートに基づ

いて必要な測定を接合箇所

全箇所について測定する。 

ゴム輪の位置（T 形、NS

形、ＰⅡ形φ300～φ600） 

ゴム輪位置の確認は、6・1・

4・5 および 6・1・9 によるこ

と。 

 

挿し口部白線表示位置（K

形・T 形・S 形・SⅡ形・

NS形） 

切管部の白線位置、挿し口と

受け口の白線位置は、8・3・

1・3 によること。 

 

押輪と受口の底部の間隔

（UＳ形、UF 形）φ700

～φ2600 

押輪と受口の底部の間隔の確

認は、8・3・1・4 によること。 

 

胴付間隔（UＳ形、UF 形、

S 形）φ700～φ2600 

胴付間隔の確認は、8・3・1・

5 および 8・3・1・7 によるこ

と。 

 

胴付間隔（ＰⅡ形）φ700

～φ1350 

胴付間隔の確認は、6・1・10

によること。 

 

切管部及び NS 形・SⅡ形

溝切部等錆止め 

ダクタイル管補修用塗料によ

る錆止めを行うこと。 

 

 

    

 

 

８・３・３ 接合部の品質管理 ８・３・３ 接合部の品質管理 ８・３・３ 接合部の品質管理 ８・３・３ 接合部の品質管理 

継手の特性を十分に発揮させるための品質管理については、下記のとおり確認すること。 

工 種 種  別 確 認  項  目 測 定 基 準 適用・測定基準 

管 工 

配水用

ポリエ

チレン

管 

ＥＦ接合部 ＥＦ接合の確認は、6・3・3

のＥＦ接合によること。 

ＥＦ接合の確認は、6・3・3

のＥＦ接合によること。 

継手チェックシートは、様

式-21 基づいて必要な測定

を接合箇所全箇所について

測定する。 

写真撮影に際して、冷却終

了時刻を記入した写真を撮

影しなければならない。 

鋳鉄管 

締付トルク（直管部・異形

管部・フランジ部・分水部） 

8・3・1・6 の締付トルク表に

よること。 

継手チェックシートは、日

本ダクタイル鋳鉄管協会発

刊の接合要領書参考資料の

継手チェックシートに基づ

いて必要な測定を接合箇所

全箇所について測定する。 

締付トルクについては、8・

3・1・4 の締付トルク表によ

ること。 

ゴム輪の位置（T 形、NS

形、ＰⅡ形φ300～φ600） 

ゴム輪位置の確認は、6・1・

4・5 および 6・1・9 によるこ

と。 

挿し口部白線表示位置（K

形・T 形・S 形・SⅡ形・

NS形） 

切管部の白線位置、挿し口と

受け口の白線位置は、8・3・

1・3 によること。 

押輪と受口の底部の間隔

（UＳ形、UF 形）φ700

～φ2600 

押輪と受口の底部の間隔の確

認は、8・3・1・4 によること。 

胴付間隔（UＳ形、UF 形、

S 形）φ700～φ2600 

胴付間隔の確認は、8・3・1・

5 および 8・3・1・7 によるこ

と。 

胴付間隔（ＰⅡ形）φ700

～φ1350 

胴付間隔の確認は、6・1・10

によること。 

切管部及び GX 形・NS

形・SⅡ形溝切部等錆止め 

ダクタイル管補修用塗料によ

る錆止めを行うこと。 

 

ダクタイル鉄管切管鉄部用

塗料による錆止めを行うこ

と。 

 

    

 

 

P１２７ 

 

左表は改訂箇所を

抜粋したもの。 

 



 

管工事仕様書 新旧対照表（平成２８年４月） 

枠線内の部分は改定部分 

 

現     行 改   訂   後 

備  考 

第１１章  標  準  図 第１１章  標  準  図 第１１章  標  準  図 第１１章  標  準  図 

 

１１・１ 仕切弁・消火栓・消火栓標識 設置標準図 ･････････････････････････････････････ ２０２ １１・１ 仕切弁・消火栓・消火栓標識 設置標準図 ･････････････････････････････････････ ２０２ １１・１ 仕切弁・消火栓・消火栓標識 設置標準図 ･････････････････････････････････････ ２０２ １１・１ 仕切弁・消火栓・消火栓標識 設置標準図 ･････････････････････････････････････ ２０２ 

 １１・１・１ 仕切弁設置図 ････････････････････････････････････････････････････････ ２０２ 

 １１・１・２ 消火栓設置図 ････････････････････････････････････････････････････････ ２０３  

 １１・１・３ 消火栓標識設置図 ･･････････････････････････････････････････････････････ ２０４ 

 

１１・２ 止水栓・水道メーターきょう設置標準図 ･･･････････････････････････････････････ ２０８ １１・２ 止水栓・水道メーターきょう設置標準図 ･･･････････････････････････････････････ ２０８ １１・２ 止水栓・水道メーターきょう設置標準図 ･･･････････････････････････････････････ ２０８ １１・２ 止水栓・水道メーターきょう設置標準図 ･･･････････････････････････････････････ ２０８ 

 １１・２・１ 止水栓きょう Ａ－８００ ･･････････････････････････････････････････････ ２０８ 

 １１・２・２ 止水栓きょう Ｂ型及びＢＣ型 ･･････････････････････････････････････････ ２０９ 

 １１・２・３ 簡易止水栓きょう ･･････････････････････････････････････････････････････ ２１０ 

 １１・２・４ 水道メーターきょう ４型（改） ････････････････････････････････････････ ２１１ 

 

１１・３ 水道管防護工図 ･････････････････････････････････････････････････････････････ ２１２ １１・３ 水道管防護工図 ･････････････････････････････････････････････････････････････ ２１２ １１・３ 水道管防護工図 ･････････････････････････････････････････････････････････････ ２１２ １１・３ 水道管防護工図 ･････････････････････････････････････････････････････････････ ２１２ 
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１１・５・３追加 

ページ数の変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

管工事仕様書 新旧対照表（平成２８年４月） 

枠線内の部分は改定部分 

 

現     行 改   訂   後 

備  考 

 

 

 

 

  

消火栓と標識柱の位置関係は次を原則とする。 

 

１ 標識の位置は道路から見て消火栓の左

側とする。 

２ 道路と平行に消火栓の中心線上に 

設置する。 

３ 消火栓から５００㎜以内とする。 

 

第 11章 標準図 第 11 章 標準図 第 11 章 標準図 第 11 章 標準図 

P206 P206 P206 P206 

※マーク削除 ※マーク削除 ※マーク削除 ※マーク削除 

「※1 市道については～」の削「※1 市道については～」の削「※1 市道については～」の削「※1 市道については～」の削

除。次ページの「及び標識柱の除。次ページの「及び標識柱の除。次ページの「及び標識柱の除。次ページの「及び標識柱の

設置位置」において、明示され設置位置」において、明示され設置位置」において、明示され設置位置」において、明示され

ている。 ている。 ている。 ている。 

3.の追記個所は、上記と表現を3.の追記個所は、上記と表現を3.の追記個所は、上記と表現を3.の追記個所は、上記と表現を

統一する。 統一する。 統一する。 統一する。 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

下段図の削除 下段図の削除 下段図の削除 下段図の削除 

支柱の高さは「11・1・3 消火支柱の高さは「11・1・3 消火支柱の高さは「11・1・3 消火支柱の高さは「11・1・3 消火

栓標識設置図」において、明示栓標識設置図」において、明示栓標識設置図」において、明示栓標識設置図」において、明示

されている。 されている。 されている。 されている。 

また、車道からの離隔は、次また、車道からの離隔は、次また、車道からの離隔は、次また、車道からの離隔は、次

ページの「及び標識柱の設置位ページの「及び標識柱の設置位ページの「及び標識柱の設置位ページの「及び標識柱の設置位

置」において、明示されている。置」において、明示されている。置」において、明示されている。置」において、明示されている。    

    

    

 

 

 

 

 



 

管工事仕様書 新旧対照表（平成２８年４月） 

枠線内の部分は改定部分 

 

現     行 改   訂   後 

備  考 

 

 

 

 

 

 

 

第 11章 標準図 第 11 章 標準図 第 11 章 標準図 第 11 章 標準図 

P207 P207 P207 P207 

    

表上段の要領名称等の削除。 表上段の要領名称等の削除。 表上段の要領名称等の削除。 表上段の要領名称等の削除。 

    

新規名称「消火栓及び標識柱の新規名称「消火栓及び標識柱の新規名称「消火栓及び標識柱の新規名称「消火栓及び標識柱の

設置位置」 設置位置」 設置位置」 設置位置」 

    

（６）標記中の「各区土木部管（６）標記中の「各区土木部管（６）標記中の「各区土木部管（６）標記中の「各区土木部管

理課」を「所管の道路管理者」理課」を「所管の道路管理者」理課」を「所管の道路管理者」理課」を「所管の道路管理者」

に変更 に変更 に変更 に変更 

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 



 

管工事仕様書 新旧対照表（平成２８年４月） 

枠線内の部分は改定部分 

 

現     行 改   訂   後 

備  考 

 

 

 

 

 

 

第 11章 標準図 第 11 章 標準図 第 11 章 標準図 第 11 章 標準図 

P205 P205 P205 P205 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）575 型 （3）575 型 （3）575 型 （3）575 型 

「広告欄」下部の寸法の訂正 「広告欄」下部の寸法の訂正 「広告欄」下部の寸法の訂正 「広告欄」下部の寸法の訂正 

    

「2500～3000（歩道）」を 「2500～3000（歩道）」を 「2500～3000（歩道）」を 「2500～3000（歩道）」を 

「3000～（歩道）」に訂正 「3000～（歩道）」に訂正 「3000～（歩道）」に訂正 「3000～（歩道）」に訂正 

    

「4500～4700（車道）」を 「4500～4700（車道）」を 「4500～4700（車道）」を 「4500～4700（車道）」を 

「4500～（車道）」に訂正 「4500～（車道）」に訂正 「4500～（車道）」に訂正 「4500～（車道）」に訂正 

 

 



事仕様書 新旧対照表（平成２８年４月） 

枠線内の部分は改定部分 

 

現     行 改   訂   後 

備  考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位㎜） 

 

 

 

75 100 150 200 250 300 350 

   1,500 1,500 1,500 1,800 2,000 2,000 2,500 

    900  900  900 1,050 1,250 1,250 1,500 

    600  600  600   750   750   750 1,000 

   1,200 1,200 1,200 1,500 1,500 1,500 2,000 

φＤ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位㎜） 

※【 】内はＥＭ型不断水式仕切弁設置寸法 

 

75 100 150 200 250 300 350 

   

1,500 

【1,500】 

1,500 

【1,500】 

1,500 

【1,500】 

1,800 

【1,500】 

2,000 

【2,100】 

2,000 

【2,100】 

2,500 

【2,100】 

   

900  

【750】 

900 

【750】 

900 

【750】 

1,050 

【750】 

1,250 

【1050】 

1,250 

【1050】 

1,500 

【1050】 

   

600 

【750】 

600 

【750】 

600 

【750】 

750 

【750】 

750 

【1050】 

750 

【1050】    

1,000 

【1050】 

   

1,200 

【1,300】 

1,200 

【1,300】 

1,200 

【1,300】 

1,500 

【1,500】 

1,500 

【1,700】 

1,500 

【1,900】 

2,000 

【1,700】 

φＤ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｐ．２２２ Ｐ．２２２ Ｐ．２２２ Ｐ．２２２ 

    

ＥＭ型不断水式仕切弁の数値

追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



事仕様書 新旧対照表（平成２８年４月） 

枠線内の部分は改定部分 

 

現     行 改   訂   後 

備  考 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位㎜） 

 

○
ア 台   座（角材120×120×500（700）） 

○
イ 調 整 板（120×45×500（700）） 

○
ウ    〃  （120×21×500（700）） 

○
エ 管受調整キャンバー（105×105） 

φＤ 

 

75 100 150 200 250 300 350 

Ｈ    245   255   280   305   335   360   385 

Ｈ  1,247 1,259 1,285 1,310 1,336 1,362 1,387 

Ｈ  1,492 1,514 1,565 1,615 1,671 1,722 1,772 

Ｈ  1,837 1,859 1,910 1,960 2,016 2,067 2,117 

ｈ 1,293 1,318 1,369 1,420 1,472 1,523 1,574 

   1,500 1,500 1,500 1,800 1,800 2,000 2,500 

    900  900  900 1,050 1,250 1,250 1,500 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位㎜） 

※【 】内はＥＭ型不断水式仕切弁設置寸法 

 

○
ア 台   座（角材120×120×500（700）） 

○
イ 調 整 板（120×45×500（700）） 

○
ウ    〃  （120×21×500（700）） 

○
エ 管受調整キャンバー（105×105） 

φＤ 

 

75 100 150 200 250 300 350 

Ｈ    245   255   280   305   335   360   385 

Ｈ  1,247 1,259 1,285 1,310 1,336 1,362 1,387 

Ｈ  1,492 1,514 1,565 1,615 1,671 1,722 1,772 

Ｈ  1,837 1,859 1,910 1,960 2,016 2,067 2,117 

ｈ 1,293 1,318 1,369 1,420 1,472 1,523 1,574 

   

1,500 

【1,500】 

1,500 

【1,500】 

1,500 

【1,500】 

1,800 

【1,500】 

2,000 

【2,100】 

2,000 

【2,100】 

2,500 

【2,100】 

   

900  

【750】 

900 

【750】 

900 

【750】 

1,050 

【750】 

1,250 

【1050】 

1,250 

【1050】 

1,500 

【1050】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｐ．２２４ Ｐ．２２４ Ｐ．２２４ Ｐ．２２４ 

 

ＥＭ型不断水式仕切弁の数値

追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｐ．２２５ Ｐ．２２５ Ｐ．２２５ Ｐ．２２５ 



事仕様書 新旧対照表（平成２８年４月） 

枠線内の部分は改定部分 

 

現     行 改   訂   後 

備  考 

    １１・５・３ 参考図  １１・５・３ 参考図  １１・５・３ 参考図  １１・５・３ 参考図  

    

 

 

ＥＭ型不断水式仕切弁の参考

図の追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


